
施策の展開（大項目）

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 22.7%(令和2年度) 22.7% 25.0%

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 19,081人 3,891人 22,000人

中項目 分野計画参照ページ P22

関連する主な事業 令和2年度

①32010701

文化関係団体育成事業

文化スポーツ課

②32010501

音楽祭開催事業

文化スポーツ課

③32010901

文化ホール管理事業

文化スポーツ課

文化振興計画

1地域資源を活かし、文化に親しむ取組の推進

KPI
（指標）

市・指定管理者主催の文化イベントの延べ参加者数

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

KPI
（指標）

「直近1年間で文化・芸術の鑑賞や活動をした」と回答した市民の割合

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、摂津音楽祭（リトルカメリア
コンクール）、チャレンジコンサート及びフレッシュコンサートは中止と
なった。

・摂津音楽祭（リトルカメリアコンクール）等について、コロナ禍において
も、安心して事業を実施できるような他市の事例を研究する必要がある。
・摂津音楽祭（リトルカメリアコンクール）の申込者数は平成30年は74組、
令和元年は46組と減少傾向にあり、参加者からは全国的に珍しい各部門を総
合的に審査して賞を決定する特性を活かせていないとの声がある。
・今後は、この特性を活かした審査方法の検討が必要である。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、矢井田瞳コンサート、半﨑美
子コンサートなど多くの事業が中止となったが、ロック関係のオンライン配
信の音楽ライブを2回実施し、合計738人が視聴した。

・音楽以外の事業でも、コロナ禍において安心して事業を実施できるような
他市等の事例を研究する必要がある。

1文化に触れる機会づくり
の取組実績 分析・考察

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各団体主催の文化連盟祭、美
術協会展、アンサンブルフェスティバル、わがままコンサートは中止となっ
た。

・今後は、比較的安全に実施できると思われる展示に関して、一層のコロナ
対策を行い、実施できるよう工夫する必要がある。
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④32012101

ちびっこ劇団育成事業

文化スポーツ課

⑤34011001

公民館講座開催事業

生涯学習課

⑥23080101

こども展覧会開催事業

文化スポーツ課

※芸能文化祭、美術展、摂津音楽祭、吹奏楽祭、演劇祭、公民館まつりは、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止となった。

中項目 分野計画参照ページ P23

関連する主な事業 令和2年度

①32010901

文化ホール管理事業

文化スポーツ課

②23056501

市立ふれあいの里運営事業

障害福祉課

③55036301

交通バリアフリー整備事業

道路交通課

2高齢者、障害者、子育て世代等に対する機会の拡充
の取組実績 分析・考察

・コミュニティプラザで、こども展覧会（10月22日～10月25日）を実施し、
1,071人の来場者があった。

・市内大学の保育学科の学生に運営に関わってもらい、展示方法などに若い
世代の視点を取り入れることで、その世代の入場者を増やす必要がある。ひ
いては、若い世代が文化との触れる機会の拡充につながる。

・12月にちびっこ劇団「ひなどり」の発表会を実施した（121人来場）。
・市内の全小学校1年生に対し、劇団員募集のチラシを配布した。

・令和2年度の劇団員数が令和元年度の27人から3人減少し、24人となった。
配布している加入案内チラシを2.3年生にも配布する等、劇団員数を増やして
いく必要がある。
・新型コロナウイルス感染症の影響により、活動期間が5か月であった。コロ
ナ禍においても、年間通じて、安心して事業を実施できるような他市等の事
例を研究する必要がある。

・新規事業として千里丘公民館で「まず楽しむから始める絵画講座」（9月17
日～3月5日、計12回）を実施し、延べ63人が参加した。

・新型コロナウイルス感染対策を実施し、今後も継続して講座を実施する。

・新在家鳥飼上線において、3箇所の歩道段差切下げ工事を行った。
・全体の整備必要箇所1,034箇所のうち811箇所で整備を完了しており、整備
率は78.4％（前年度78.1％）となっている。

・次年度は、くすの木公園テニスコートへのアクセス向上につながる新在家
鳥飼上線の4箇所の工事を予定している。
・公共施設へのアクセス改善となるよう計画的に整備していく。

・高齢者・障害者の方がいきいきプラザを利用しやすいよう、収容人数の多
い3階の男女トイレを洋式化した。

・3月に実施したいきいきプラザ利用者アンケートにおいて、トイレの洋式化
を望む声が複数あることから、2階のトイレについても早急に洋式化する必要
がある。

・身体障害者・老人福祉センターにて、体操やカラオケなどの教室を実施し
た。また、陶芸や書道、革工芸などの同好会活動を実施した。
　■延べ利用者数：主催事業　　　682人（前年度比 20.1％減）
　　　　　　　　　同好会　　　3,011人（前年度比 20.7％減）
　　　　　　　　　個人・団体　1,040人（前年度比  7.1％減）
・身体障害者・老人福祉センターの自動ドアやエアコンの修繕など、活動環
境を整備した。
※健康増進の内容は、筋トレ、ストレッチ、体操、エアロバイクです。

・新型コロナウイルス感染症等の影響により、身体障害者・老人福祉セン
ターの延べ利用者数は減少した。
・文化交流や活動の利用者を増加させるため、チラシ等での情報共有や活動
支援を継続していく必要がある。また、引き続き、イベントや活動に参加し
やすい環境づくりを進める必要がある。
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④34021001

公民館施設改修事業

生涯学習課

⑤23038401

老人福祉センター事業

高齢介護課

⑥23040201

老人クラブ活動事業

高齢介護課

⑦23052601

障害者福祉関係団体補助事業

障害福祉課

⑧31010201

国際交流事業

自治振興課

中項目 分野計画参照ページ P24

関連する主な事業 令和2年度

①32011901

文化振興事業

文化スポーツ課

②34020901

公民館運営事業

生涯学習課

・安威川公民館において空調更新及びLED化の大規模改修工事を行っており、
令和3年7月に工事が完了する見込みである。

・各公民館は築30年を超え老朽化しており、改修や設備更新等が必要であ
る。なお、大規模改修や建替時には、施設の再編や多目的及び多機能化の協
議・検討が必要である。

・障害者団体に対し、文化交流や健康増進などの各種活動に係る補助を実施
したが、新型コロナウイルス感染症等の影響により、各種活動の多くが中止
となった。
・文化交流を目的とした手芸活動を地域活動支援センターで年1回実施し、23
人が参加した。

・引き続き各種活動等の企画や周知を行い、障害のある方が参加しやすい環
境をつくるとともに、支援を行い、障害者の社会参加を促進する必要があ
る。
・新型コロナウイルス感染症等の影響により、文化交流における活動の延べ
利用者数は減少した。（令和元年度：年6回、延べ83人参加）

国際交流協会において国際交流協会活動報告紙を発行した。
・SAIEレポート（年間報告）【発行部数1,000枚】
・かわら版　【発行部数3,200枚・発行回数4回/年】

・国際交流協会の発行する情報誌に加え、広報紙に活動を掲載する等、様々
な情報発信手段で広く市民に活動を周知していく。

・243日開館し、延べ6,683人（前年度延べ21,708人）の入館者があった。
・せっつ桜苑、ふれあいの里のいきいきカレッジで講義を30コマ開催し、
せっつ桜苑で延べ464名、ふれあいの里で延べ352名の参加があった。このう
ち、新規の受講生による参加はせっつ桜苑で延べ120名、ふれあいの里で延べ
105名であった。

・いきいきカレッジの新規受講生を増やすため、公民館やコミュニティプラ
ザにも受講案内を配架する等、周知方法を工夫する。
・新しい生活様式への対応として、スマホ講座（LINE、Zoomなど）の実施を
検討する。

・秋のグラウンドゴルフ大会を開催し、115名が参加した。
・新型コロナウイルス感染症の影響により、人が集まりやすい老人クラブ連
合会関係のイベントは中止とした。
・各単位のクラブでは、参加人員を制限しながら、健康増進につながる体操
等の活動を行った。

・引き続き、感染症対策を講じながら活動を実施する。

・イベントの開催前にホームページやチラシ、広報紙等への掲載を行い、市
民に周知を図ることで参加促進を図った。

・今後、イベント開催時の様子をホームページに掲載する等新たな情報を発
信することで、参加促進を図っていく。

3情報の収集・発信と共有化
の取組実績 分析・考察

・新型コロナウイルス感染症の影響により、市内イベントの中止・延期など
の変更が想定されたため、紙媒体のイベントガイド(リーフレット形式)では
なく、ホームページにデータ形式で公開した。
・広報紙、地域福祉通信、ホームページ等への掲載、LINEの配信、各公共施
設や広報板へのポスター掲示、チラシの配布等により、各年代に向けてイベ
ント情報を発信した。

・イベント情報の発信について、見やすくて興味を持たれるデザインや掲載
方法、また各種団体を通じての配布を検討していく必要がある。
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③64013401

市民活動支援事業

自治振興課

中項目 分野計画参照ページ P24

関連する主な事業 令和2年度

①34021101

摂津市史編さん事業

生涯学習課

②32020301

文化財保護事業

生涯学習課

③32011601

生涯学習フェスティバル開催事業

生涯学習課

※こどもフェスティバルは、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止となった。

中項目 分野計画参照ページ P25

関連する主な事業 令和2年度

①64013401

市民活動支援事業

自治振興課

・広報紙や各施設ホームページにて活動団体のイベント情報や会員募集につ
いて掲載した。
・他市の市民活動ガイドブックについて、調査・研究した。

・引き続き、活動団体のイベント情報や会員募集を掲載していく。
・市民活動ガイドブック摂津コミネットの更新やWeb化を検討する必要があ
る。

・歴史資料の収集・整理・保存を実施し、40,000点の保存を終えた。（前年
度実績：39,000点）
・令和3年度刊行に向け、『新修摂津市史 自然地理・先史・古代・中世編』
第１巻の原稿を入稿し、初校まで完了した。

・コロナ禍の影響により、『新修摂津市史』刊行に関連した聞取り調査や博
物館・図書館等での資料調査に支障が出ている。
・『新修摂津市史』2巻以降の刊行に向け、必要に応じてスケジュールの見直
しを行う。

・開発に先立つ立会調査を1件実施した。（令和元年度5件）また、遺物・遺
構の発見はなかった。
・学校休校の影響で、味舌小学校で実施していた味舌むしろの体験授業を中
止した。
・ふるさと摂津講座を全4回実施し、延べ78人が参加した。（令和元年度延べ
参加者：113人）
・ふるさと摂津案内人養成講座で講演を実施した。参加者：10人（内訳）ふ
るさと摂津案内人9人・受講者1人

・新型コロナウイルスの影響により、講座の参加者数が減少した。
・感染症対策を講じながら、引き続き体験授業等を実施する。

4地域資源（文化財・伝統文化・自然環境）を活かしたまちづくりの展開

の取組実績 分析・考察

5文化交流活動の活性化・多文化共生の推進
の取組実績 分析・考察

・市民活動支援講座としてZoomによる「オンラインでつながろう」を2回開催
し、19人が参加した。
・市民活動の団体交流会は新型コロナウイルス感染拡大防止により中止し
た。
・市民公益活動補助金による財政的支援をパステルアートやホースセラピー
等に取り組む団体5件に行った。

・引き続き、市民活動支援講座を開催する。
・市民活動団体交流会は、コロナ禍での開催方法について検討していく必要
がある。さらに、交流会を通じて、地域課題の解決を推進していく必要があ
る。
・引き続き、市民団体が行う非営利の公益活動に係る事業に財政的支援を実
施していく。

・11月1日に「生涯学習市民のつどい」を実施した。
・新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止した「生涯学習フェス
ティバルろうそくファンタジー」の代替イベントとして、10月29日から11月1
日の間に、コミュニティプラザ1階エントランスでペットボトルアート写真展
を開催した。

・大正川河川敷でのフェスティバルの開催に比べ、規模が縮小した。今後、
コロナ禍における開催方法を検討する必要がある。
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②32011901

文化振興事業

文化スポーツ課

③31010201

国際交流事業

自治振興課

④31010101

中国蚌埠市友好交流事業

自治振興課

⑤34011001

公民館講座開催事業

生涯学習課

友好都市である中国蚌埠市と電子メールで連絡を交わした。
・3年後の友好交流都市締結40周年に向けて、連携を強化していく必要があ
る。

・味生公民館で「韓国の料理講座」、鳥飼東公民館で「アメリカンスイーツ
作り講座」を開催し、それぞれ17名・10名の参加があった。

・新型コロナウイルス感染対策を実施し、今後も継続して講座を実施する。

・摂津圏文化行政連絡協議会は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止となったが、感染症対策などを議題に、書面による情報交換会を実施し
た。

・オンライン配信を実施している市町村は摂津圏14自治体中本市含めて3自治
体であった。他2自治体から音楽以外の事業でどのような事業が可能なのか情
報収集し、研究する必要がある。

・友好都市であるオーストラリア・バンダバーグと電子メールで連絡を交わ
した。
・国際交流協会の青少年英語講座や、バンダバーグのケップノック高校との
作品交流等の活動を支援した。
・日本語教室をコミュニティプラザ等市内5会場で計252回実施し、1,087人が
参加した。
・外国人市民に、わかりやすく情報を提供していくため、職員向けに「外国
人市民へのわかりやすい情報提供ガイドライン」を策定した。

・友好都市との交流について、今後、電子メールだけでなく、Zoom等の手法
を検討していく必要がある。
・多文化共生事業を推進していくうえで、国際交流協会と連携し、相談事業
の拡充を検討していく必要がある。
・「外国人市民へのわかりやすい情報提供ガイドライン」に基づき、「やさ
しい日本語」によるパンフレットの作成や、庁内案内サインの変更等の取組
を進めていく必要がある。
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施策の展開（大項目）

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 84.0%(令和2年度) 84.0% 90.0%

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 113人 88人 200人

中項目 分野計画参照ページ P26

関連する主な事業 令和2年度

①23080101

こども展覧会開催事業

文化スポーツ課

②32010501

音楽祭開催事業

文化スポーツ課

③34020401

図書館運営事業

生涯学習課

④32010901

文化ホール管理事業

文化スポーツ課

文化振興計画

2次代の文化を担う人材育成の活動の支援

KPI
（指標）

１年間で文化・スポーツ活動を行ったと回答した児童生徒の割合

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

KPI
（指標）

歴史・文化財に係る講座参加者数（延べ人数）

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

1青少年や次世代アーティストを呼び込む文化芸術環境の更なる拡充

の取組実績 分析・考察

・コミュニティプラザで、こども展覧会（10月22日～10月25日）を実施し、
新型コロナウイルス感染症の影響で80点減ったものの、878点の出展があっ
た。

・市内保育所を中心に出展依頼を行っていたが、市内幼稚園に対する呼びか
けが足りておらず、積極的に声をかけて出展に結び付ける必要がある。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、摂津音楽祭（リトルカメリア
コンクール）、チャレンジコンサート及びフレッシュコンサートは中止と
なった。
・リトルカメリアミニコンサートを、5小学校1幼稚園で実施した。(前年度は
8小学校1幼稚園で実施)

・リトルカメリアミニコンサートを実施した小学校、幼稚園でのアンケート
結果では、新たな旋律を知り勉強になったという子どもたちの声があったこ
とやキャリア教育として価値があったなどの回答を得た。
・引き続き、感染症対策を講じながら実施する。

・市民図書館、鳥飼図書センターで児童図書を合わせて3,137冊購入した。
・児童図書の貸出件数：56,195冊（前年度：70,826冊）
・市民図書館、鳥飼図書センターの両館にYA（ヤングアダルト）コーナーを
設置し、資料の整備や展示を行った。

・新型コロナウイルス感染症の影響により、図書館全体の貸出冊数が減少し
ており、学校への団体貸出の勧奨や電子図書館の導入の検討が必要である。
・書架のスペースを考慮しながら、選書基準に基づき青少年対象の蔵書の購
入を引き続き行う。

・計6組の若手ロック歌手によるオンライン配信の音楽ライブを2回実施し、
合計738人が視聴した。

・音楽ライブの実施により、ラジオで文化ホールが宣伝されるなど宣伝効果
があった。
・他市の状況を調査し、youtubeでの流行を踏まえる等、より市民の参加率が
高いイベントへの見直しが必要である。
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⑤33025701

小学校用副読本作成事業

学校教育課

中項目 分野計画参照ページ P27

関連する主な事業 令和2年度

①32020301

文化財保護事業

生涯学習課

②34011601

せっつ生涯学習大学事業

生涯学習課

③32010701

文化関係団体育成事業

文化スポーツ課

④64013401

市民活動支援事業

自治振興課

⑤34040601

全国大会等参加補助事業

文化スポーツ課

中項目 分野計画参照ページ P28

関連する主な事業 令和2年度

・令和元年度に改訂した社会科副読本「わたしたちの摂津」を活用し、摂津
市内の小学3、4年生すべての児童が摂津市の歴史や文化を学んだ。

・引き続き、2年に1回の改訂ごとに情報を更新し、地域学習の推進に努め
る。

2文化を支える人材の育成と団体支援・ノウハウ継承
の取組実績 分析・考察

・ふるさと摂津案内人養成講座を実施し、1名の申込があったが、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、途中辞退の申出を受けた。（令和元年度申込
者：5名）

・感染症対策を講じ、安心して講座が受けられるよう配慮する。

・「まちづくり」や「市の歴史」についてを学ぶせっつ生涯学習大学を全13
回（前年度13回）開催し、13人が受講した(うち単発受講者数6人)。(前年
度：16人)
・せっつ生涯学習大学院を全3回予定していたが、新型コロナウイルス感染症
感染拡大防止のため中止した。
・せっつ生涯学習大学の企画・運営や各イベントへの参画等の活動を行う生
涯学習リーダー（※）は、せっつ生涯学習大学院を中止したため、養成者0人
となっている。（前年度：5人）

（※）せっつ生涯学習大学を受講し、せっつ生涯学習大学院の修了者で、
「まちづくり研究室」に入会された方のこと。

・引き続き、感染症対策を講じながら、生涯学習リーダーやコーディネー
ターを養成するため、せっつ生涯学習大学を開催していく。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため様々な国際大会や全国大会が中
止となる中、ダンスで全国大会に出場した1名に対して、激励金の交付を行っ
た。

・新型コロナウイルス感染症の影響により、前年18件（4団体及び14人）だっ
た交付数が激減したが、大阪府や国を背負って大会に出場する個人や団体の
今後のさらなる飛躍のために、引き続き競技する環境を整え、経済的支援を
行う必要がある。

・新型コロナウイルス感染症拡大のため各団体の事業が中止となり、団体活
動や文化振興ができなかった。
・文化振興計画推進審議会において、団体間の情報交換や意見交換を行っ
た。

・市と各団体や、各団体間の情報共有を行い、役員の高齢化や後継者不足等
の課題を検討していく。

・市民公益活動補助金について5団体の申請があり、指で描くパステルアート
などの事業を実施した。

・対象団体の高齢化が進んでおり、市と各団体や、各団体間の情報共有を行
い、役員の高齢化や後継者不足等の課題を検討していく。

3企業連携・大学連携による文化振興に関する環境整備・人材育成

の取組実績 分析・考察
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①32010701

文化関係団体育成事業

文化スポーツ課

②32011901

文化振興事業

文化スポーツ課

・大阪人間科学大学と連携し、イベントガイドを作成する予定であったが、
新型コロナウイルス感染症の影響により、市内イベントの中止・延期などの
変更が想定されたため、紙媒体のイベントガイド（リーフレット形式）では
なく、ホームページ上で公開した。

・イベント情報の発信について、スマートフォンに対応したページ、デザイ
ンなど、見やすくて興味を持たれる掲載方法を検討していく必要がある。
・本市イベントにおいて、市内大学の保育学科の学生に運営に関わってもら
い、展示方法などに若い世代の視点を取り入れることで、若い世代が文化と
触れる機会を拡充する必要がある。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ルッツ南摂津でのフロアコン
サートは中止となった。

・中止となったことにより、民間施設を利用した発表会や展示会を実施する
ことができなかった。コロナ禍においても、安心して事業を実施できるよう
な他市等の事例を研究する必要がある。
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施策の展開（大項目）

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 22.7%(令和2年度) 22.7% 25.0%

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 19,081人 3,891人 22,000人

中項目 分野計画参照ページ P29

関連する主な事業 令和2年度

①32010901

文化ホール管理事業

文化スポーツ課

②32011901

文化振興事業

文化スポーツ課

③12010501

コミュニティプラザ管理事業

自治振興課

文化振興計画

3市民参画による文化振興に向けた環境整備

KPI
（指標）

「直近1年間で文化・芸術の鑑賞や活動をした」と回答した市民の割合

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

KPI
（指標）

市・指定管理者主催の文化イベントの延べ参加者数

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

1文化施設を核とする文化振興の取組
の取組実績 分析・考察

・コロナ禍で多くの市民文化ホールでの事業が中止となる中、感染症対策を
講じながら、次の事業を実施した。
　■摂津市ちびっこ劇団「ひなどり」発表会（観覧者：121人）
　■落語会（観覧者：延85人）
　■日本舞踊の体験（参加者：延50人）
　■将棋、囲碁教室（観覧者：延100人）
　■若手ロック歌手の音楽配信イベント（観覧者：延738人）

・新型コロナウイルス感染症拡大の中、いち早く7月30日にサーマルカメラを
設置し、文化ホールを活用したイベントを実施できた。今後も安心して観覧
できる環境を進めていく必要がある。
・コロナ禍において無観客・オンライン配信にて事業を実施する等、文化
ホールでのイベントに新しい手法が開拓された。

・緊急事態宣言や大阪府レッドステージに伴い、貸館停止や時間短縮を余儀
なくされた期間があった。「摂津市民文化ホール新型コロナウイルス感染防
止対策ガイドライン」を策定し、コロナ禍においても文化活動ができる基準
を定めた。

・ガイドラインに基づき、安心して活動が行える環境づくりを行っていく。

・市民や団体と協力して、ロビーコンサート、南千里丘夕涼み会、2020南千
里丘クリスマスバル、ウインターコンサートなど、市民や文化関係団体との
イベントを計画していたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
し、七夕の笹やクリスマスのツリーを飾る等、可能な限りの取組となった。
・摂津市駅前緑地帯をライトアップした。
・使用者の利便性のためインターネット予約を導入しているが、現在は新型
コロナウイルスの影響による使用条件の説明などが必要となっため、予約状
況の確認機能のみとなった。

・今後、ウイズコロナの事業展開を考えていく必要がある。
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④64013901

コミュニティセンター管理事業

自治振興課

⑤61020201

正雀市民ルーム管理事業

自治振興課

⑥34011001

公民館講座開催事業

生涯学習課

⑦34020801

公民館管理事業

生涯学習課

中項目 分野計画参照ページ P29

関連する主な事業 令和2年度

①32011901

文化振興事業

文化スポーツ課

②64013401

市民活動支援事業

自治振興課

③34011001

公民館講座開催事業

生涯学習課

中項目 分野計画参照ページ P30

・緊急事態宣言やまん延防止等重点措置による要請で、休館や時間短縮等、
利用者に不便が生じる期間があったが、制限の中でもできる限りの活動がで
きるよう、定員の縮小、机やイス等の付帯備品の配置見直し、消毒作業等を
行い、安全安心な施設運営に努めた。

・コロナ禍においても、安心して活動いただける様、引き続き感染防止策を
講じた施設運用を行う。

・別府コミュニティセンター主催事業として親子でリズム♪の11講座（延べ
253人が参加）を開催した。
・近隣住民等と連携した別府コミュニティセンターまつりの開催を予定して
いたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。
・使用者の利便性のためインターネット予約を導入しているが、現在は新型
コロナウイルスの影響による使用条件の説明などが必要となっため、予約状
況の確認機能のみとなった。

・アンケート結果により、要望の多かったエントランスを活用した講座等、
地域に密着した事業を展開している。
・今後、ウイズコロナの事業展開を考えていく必要がある。

・自主事業としてやさしい英会話教室やからだの歪み・バランス改善教室な
どの4講座（延べ548人が参加）を実施した。
・使用者の利便性のためインターネット予約を導入しているが、現在は新型
コロナウイルスの影響による使用条件の説明などが必要となっため、予約状
況の確認機能のみとなった。

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、講座等を開催できなかった日も
あったが、感染症対策を講じながら事業展開していた。
・今後、ウイズコロナの事業展開を考えていく必要がある。

2市民参画による協働の推進
の取組実績 分析・考察

・新鳥飼公民館で「オカリナデュオコンサート」を開催し、53名の参加が
あった。

・鑑賞スペースを有効活用し、感染防止対策を講じながら、引き続きコン
サート等を実施する。

・ボーイスカウト摂津第3団の子ども達がおばけやしきを企画・運営し、安威
川公民館と協働で公民館講座として「夏の納涼おばけやしき」を開催した。
(感染症対策の人数制限で参加者は56名(前年度152名)）

・子ども達の主体性を養うとともに、登録クラブの地域還元にもつながっ
た。また、参加者も親子での来館が多く、普段公民館を利用することの少な
い年齢層に公民館の活動を周知できる機会となったため、引き続き、団体と
協働で実施する。

・文化振興計画推進審議会について、一般公募委員2名及びその他市内で活動
している団体、事業所から12名に参画してもらい、コロナ禍における活動内
容について情報共有した。
・セルリアン絵画展、春のコンサート等の文化・スポーツ活動に対し、市と
して14件の後援を行った。(前年度29件)

・コロナ禍により、後援件数は減少した。今後も安心して事業を実施できる
ような他市の事例を研究する必要がある。
・また、この事例を文化振興計画推進審議会等で共有し、イベントが開催で
きるよう模索する必要がある。

・団体関係者と市職員でグループワークを行い、協働で取り組んで行くこと
を考えるため、協働推進研修「摂津をもっと面白くする企画づくり」を実施
した。（参加人数　市民団体　12名　市職員　26名）

・10年間、広く協働を学ぶ研修を実施してきたが、具体的な取組へ落とし込
めていないことから、多文化共生など具体的なテーマのもと研修を実施する
等、研修内容の変更を検討する必要がある。

3庁内推進体制の更なる充実
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関連する主な事業 令和2年度

①32011901

文化振興事業

文化スポーツ課

の取組実績 分析・考察

・市民文化ホールでは令和元年度年間261件、体育館では年間100件ほどのダ
ンスでの利用が見られた。
・市内でのダンスの活動が活発であることから、ダンスを資源としたシティ
プロモーションについて広報課と意見を交換した。本課がさらにダンスを普
及する施策を行い、広報課がより一層のPRをしていくことで一致した。

・市民芸能文化祭のダンス部門をPRする等、既存事業との連携を進めてい
く。
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施策の展開（大項目）

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 38.7%(令和2年度) 38.7% 50.0%

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 72,300人 39,467人 78,000人

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 84.0%(令和2年度) 84.0% 90.0%

中項目 分野計画参照ページ －

関連する主な事業 令和2年度

①34040701

スポーツ推進委員活動事業

文化スポーツ課

②34041901

スポーツ振興事業

文化スポーツ課

③34040101

スポーツ教室振興事業

文化スポーツ課

4スポーツ・健康づくりの推進

文化振興計画

KPI
（指標）

「週1回以上運動・スポーツをしている」と回答した市民の割合

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

KPI
（指標）

市・指定管理者主催のスポーツイベントの延べ参加者数

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

KPI
（指標）

１年間で文化・スポーツ活動を行ったと回答した児童生徒の割合

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

1スポーツ活動の推進と人材の育成
の取組実績 分析・考察

・こども会育成会、PTAスポーツ大会、地区市民体育祭、公民館まつり、摂津
ふれあいマラソンなどスポーツ推進委員として参加している地域スポーツ振
興活動が、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった。

・コロナ禍においても、安心して事業を実施できるような他市等の事例を研
究し、その事例を団体等に周知する必要がある。

・スポーツ少年団活動のため、大会会場の確保の補助を行った。

・団員数は令和元年度の188人から176人となっており、外出自粛や活動中止
が要因だと考えられる。
・今後、団員数拡充に向け、広報紙への掲載以外に体験入団等を活用してい
く必要がある。

・スポーツ教室運営委員会とともに、スポーツ教室を216回運営し、延4,675
人が参加した。

・令和元年（スポーツ教室335回、延6,755人参加）と比較すると、コロナ禍
であるため減少した。
・アクティブチャイルドプログラム、キッズフットサル教室等、参加者があ
まり集まらない教室があるので、アンケート等で市民ニーズを把握し、教室
の改廃等を検討していく必要がある。
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④34043001

体育施設管理事業

文化スポーツ課

⑤34040901

温水プール管理事業

文化スポーツ課

⑥34030601

こども会育成事業

生涯学習課

⑦34042001

東京オリンピック・パラリンピッ
ク記念事業

文化スポーツ課

中項目 分野計画参照ページ －

関連する主な事業 令和2年度

①24010401

健康せっつ21推進事業

保健福祉課

②24012901

まちごとフィットネスヘルシータ
ウン事業

保健福祉課

・青少年運動広場で桑田真澄氏による野球教室を実施し、摂津市内の小学生
52人が参加した。

・参加者を対象としたアンケートでは、練習や努力することの大切さを学ん
だという回答が72.2％、保護者を対象としたアンケートでは、夢や目標を持
つことの大切さを学ばすことができたとの回答が66.6％であった。
・引き続き、アスリートから技術だけではなく、考え方のノウハウなどを学
ぶことができるような事業を検討する必要がある。

・利用者アンケートを全体育館で38人に実施した。
・硬式テニススクールにおいて、無料体験会を実施し2名参加した。
・全国的に新型コロナウイルス感染症のクラスターにより、フィットネスク
ラブやトレーニングルームの休館が相次ぐ中、感染症対策を十分に講じなが
らトレーニングルームを開放し、延7,665人が利用した。

・アンケートでは施設利用について、86%の方に「満足」「大変満足」と回答
いただいた。
・令和元年度は延16,706人、令和2年度は延7,665人が利用しているトレーニ
ングルームについて、アンケートでは利用したことがない人の割合が61%であ
ることから、リピーターが多いと推測される。新規のトレーニングルームの
利用促進のため、新たにグループおよびパーソナルレッスンの導入や、体組
成測定会を実施し、気軽にトレーニングルームを利用するきっかけづくりを
行う必要がある。

・4半期ごとに水泳教室を実施し、年間延33,604名が参加した。また、一般利
用者は25,722名であった。
・専用ホームページ、ブログ及びダイレクトメール等による情報発信や、利
用者アンケートを実施した。
・アンケートで要望のあったトイレの洋式化を行った。
・観覧スペースを更衣室にするなど感染症対策を講じた。

・新型コロナウイルス感染症の影響で施設の閉館を行う時期もあり、水泳教
室では前年比11,036名の減、一般利用者は7,572名の減となった。
・アンケートにおいて、コロナ禍における不便に関する意見が多数見られた
ため、他市の事例を研究しながら、安心と利便性を考慮した対応を行う必要
がある。
・引き続き、アンケート等で利用者ニーズを把握する。

2スポーツによる健康増進
の取組実績 分析・考察

・新型コロナウイルス感染症の影響により、「摂津市こども会親善スポーツ
大会」を中止した。

・引き続き、感染拡大防止対策を講じたイベントの開催方法を検討する。

・「摂津みんなで健康四部作」の普及に向け、健康づくりグループの協力を
得て動画を作成し、ホームページに公開した。また、DVD・CDも作成し、希望
者に郵送で配付した。

・新型コロナウイルス感染症の影響で、外出自粛による運動不足等が起こり
やすく、リハサロン等の開催が困難な状況であった。
・運動不足はフレイル等につながることが懸念されるため、コロナ禍におい
ても運動に取り組めるよう働きかける必要がある。

・新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、ウォーキング事業は中止した
が、個人でのウォーキングを促すため、市内を歩き、その際に撮影した写真
を応募する「フォトラリー」を実施した。
・歩くことでポイントを獲得し、参加賞や抽選で商品が受け取れる健幸マイ
レージ事業を実施した。

・引き続き、ウォーキング等を促進する。
・健康無関心層に、健幸マイレージ事業への参加等をきっかけに健康づくり
に取り組んでいただくよう、事業を周知していく必要がある。
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③34040701

スポーツ推進委員活動事業

文化スポーツ課

④34040101

スポーツ教室振興事業

文化スポーツ課

⑤34043301

総合型クラブ支援事業

文化スポーツ課

⑥34040801

体育施設維持管理事業

文化スポーツ課

⑦34040501

市民ニュースポーツのつどい事業

文化スポーツ課

※市長杯総合スポーツ大会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止となった。

・大阪府障がい者スポーツ協会による初級障がい者スポーツ指導員養成講習
会の費用を一部補助し、1名が受講し、資格を取得した。
・令和2年度からボッチャを事業に導入した

・障害者スポーツの指導における技術取得は重要であり、ボッチャを普及さ
せるため初級障がい者スポーツ指導員の資格保持者の拡大が必要である。

・味生体育館において、毎週月曜日、健康体操教室を実施し延789人が参加し
た。
・スポーツ庁新体力テスト実施要項に基づく体力測定を味生体育館と鳥飼体
育館でそれぞれ実施し、延14名が参加した。

・新型コロナウイルス感染症の影響により、健康体操教室は4半期中第1期が
中止となったこともあり、前年度から931人の減となった。コロナ禍において
も、市民に参加してもらえるような他市の事例を研究する必要がある。
・体力測定は、内容が国により決められており工夫が困難であるが、他のイ
ベントとの合同実施等の工夫による参加者数増を図っていく。

・スティックリング大会（47名参加）、ゲートゴルフ大会（63名参加）を実
施した。
・新型コロナウイルス感染症の影響により、市民ハイキング2回、ニュース
ポーツ大会及び体験会5回が中止となった。

・スティックリング大会は前年度から23名の減、ゲートゴルフ大会は2名減と
なった。コロナ禍においても、安心して事業を実施できるような他市等の事
例を研究する必要がある。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、総合型地域スポーツクラブの
活動を例年通り行う事ができなかった。

・コロナ禍においても、安心して事業を実施できるような他市等の事例を研
究し、その事例を説明する必要がある。

・令和3年度以降の開催に向けて、出産育児課と連携しながら産前産後の女性
の健康増進のためのヨガ教室等を立案し、指定管理者と協議した。

・講師の選定を含めた次年度以降の準備を進めることができた。コロナ禍に
おいても実施できるような内容を精査する必要がある。
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中項目 分野計画参照ページ －

関連する主な事業 令和2年度

①34040801

体育施設維持管理事業

文化スポーツ課

②34043001

体育施設管理事業

文化スポーツ課

③34040901

温水プール管理事業

文化スポーツ課

④34042001

東京オリンピック・パラリンピッ
ク記念事業
文化スポーツ課

3誰もが気軽に取り組めるスポーツ環境の整備
の取組実績 分析・考察

・（仮称）新味舌体育館建設について、スポーツ団体や地元住民、近隣教育
施設からのミニバスケットボールを２面できるアリーナ、備蓄倉庫の設置、
工事における車両の通行などの意見を反映させながら、予定通り工事を進め
ることができた。
・柳田テニスコート（男・女）、くすの木公園テニスコート（男・女）、ス
ポーツ広場（男・女）、温水プール（男・女）のトイレを洋式化した。

・（仮称）新味舌体育館建設については、9月上棟、3月完成に向けて、予定
通り工事を着実に進めていく必要がある。
・既存施設については、指定管理者との定例会において、熱中症対策の重要
性を議論しており、他市事例を取り入れながら対策を進めていく必要があ
る。

・障害福祉課、ふれあいの里と連携し、パラリンピック聖火の採火につい
て、障害のある方も参加できるような式典とする企画を立案した。

・令和3年8月の採火式に向けて、引き続き具体的な準備を行う必要がある。

・インターネットを利用した予約システムを運用しつつ、新型コロナウイル
ス感染症の影響で実施できなくなった施設利用抽選会について、密を避ける
ため、使用日（土曜日及び日曜日）の1月前ごとに特別抽選会を実施した。

・感染症対策を講じるとともに、市民サービスの向上のため、大阪府及び府
内21市町村（年間利用553万件）で導入しているwebでの施設利用抽選会の導
入を検討する必要がある。

・高齢者（延3,598人）、障害者(延22人）、子ども（延22,927人）等、多様
な方が温水プールを利用された。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のために指定管理者による自主事業等
の新たな取組を実施することができなかったが、ハード面で水質の向上につ
ながるろ過機を修繕した。

・感染症対策を講じながら、水泳教室やオンライン体感トレーニング等の新
たな取組を実施する。
・プールで冷えた利用者の体を温めるジャグジープールが故障しており、修
繕が必要である。
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